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はじめに
筆者は、「自己実現」という日本語を概念的に明らかにしようとして、これまで多くの研究を積み
重ねてきた１）。筆者の研究の基本的立場は、この日本語が歴史的に一貫して存在しているとはいえ、
その意味内容については大きく変容しているのであり、そこにこそ注目すべきだというものである。
筆者は、これまでは主として、その変化を質的なレベルで明らかにしようと努めてきた。だが、その
中で、筆者自身が、これまでの限界もしくは今後の課題として自覚していることが何点かあり、その
点を克服したいと常々考えてきた。
こうした研究的願望の中でも、自己実現概念研究の実証性の厳密度を高めたいというのは極めて強
いものである。そして、そのための手段には幾つかの選択肢があると思われるが、本稿は、自己実現
という日本語を量的水準から問い返すという筋道を取りたいと考える。ただし、これは、質的研究の
限界が露呈されているので量的研究により補足するといった消極的意味合いを持つというよりも、質
的研究を豊かにするために量的研究を補助手段として用いるといった積極的意味合いがある２）。した
がって、本稿も、量的水準での厳密性にこだわるよりもむしろ、自己実現概念の歴史的変容を捉える
上での大まかな目安を得て、新たな発見をめざしている。よって、本稿は、自己実現概念の歴史的変
容を実証していく上での予備的考察の域を出ないことをあらかじめことわっておく。
本研究は、これまで行ってきたこととは違うルートを辿るので、その意味では、これから展開しよ
うとする研究の「準備的考察」として位置づく。しかし、実際には、これまで行ってきた研究の確認
作業という意味合いを含むので、質的な研究成果を量的水準から検証し直すとでもいった類のものに
なる。だが、あえて「準備」と言う言い方をするのには、これまでの研究の仕切り直しの意味合いが
ある。すなわち、これまで進めてきた考察について、中でも仮説について再検討する意味合いがある。
なお、これまでの研究では、自己実現の歴史的変容をめぐって価値的な問題が中心軸に位置するこ
とが判明しているが、本稿は価値的なものなどはあえて考慮せず単純作業を進め、基本的には数字か
らわかることに分析をとどめ、質的な情報は参考程度にとどめながら論述することを旨とする。
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Ⅰ　研究対象の量的変化を捉える際の方法論的議論
まずはじめに、身も蓋もない言い方をするが、本稿における量的分析の結果は、厳密という意味で
は「確実な学術的根拠」とは言いがたいものである。というのは、原理的限界と現時点での素材的限
界などがあることが事前に判明しているからである。だが、このことは、量的分析を端から諦めてし
まうべきことを示唆するのであろうか。否である。というのは、本稿は「発見的（＝heuristic）」で
あることにこだわり、場合によっては間違いを犯しそうなポイントについては事前に注意を促しつつ、
これまでの筆者の研究に新しい光を当て直すことが第一目的だからである。
Ａ　量的分析を進める上での前提的事項
自己実現概念の歴史的変容を量的水準で把握するとは、いかなることか。これは、一見して単純な
ようであるが、本研究作業を開始するに当たって、事前に自覚しておくべき限界を指摘しておきたい。
ことは本テーマに限定されることではないが、ある言葉は、文字という形態に典型的なように「記
録」として残ることもあれば、その場その場の発言が当事者の「記憶」として残ることはあっても、
その瞬間瞬間に消え去っていき、第三者に確認できる形では残っていかないことも多い。むろん、会
議などでのメモや、録音・録画などをとおした「記録」を小まめに行っているのであれば、こうした
問題は相当に解消されていくだろう。だが、実際には、こうしたことは、公的な会議などの場面を抜
かせば、それほど頻繁に行われているものではなく、日常的にメモを習慣化している人であっても、
すべてを書き残すことは物理的に不可能である。まして、どのような言葉であれ、文字や声などを媒
介として表明されたものだけではなく、ある人の頭の中で展開されたまま表に出てこないものが無限
にある。つまり、個人的な頭の中を解明することが不可能である以上、言葉の量的な様相を正確に捉
えようがないというわけである。よって、言葉の量的水準の変化を誠実に把握しようとすればするほ
ど、そのアポリアに突き当たらざるをえないのである。
そこで、筆者としては、こうした限界を克服しようと夢想するのでなく、確実にわかる範囲に限定
して、その範囲内で語れることを語るという筋道を取ると宣言したい。したがって、書籍・新聞・雑
誌・広報誌などといった各種メディアに文字として頻繁に出てきたり、テレビ・ラジオなどの音声メ
ディアでその単語を聞くことができたりするなど、第三者的に「記録」を確認できるものとして残し
うる面を重視する。つまり、「記録」の次元で量的に増えていると確定できれば、「自己実現」という
「容貌」をした「記号」の量的拡大の跡付けになっているとみなすわけである。
Ｂ　データベースを用いて量的分析を進める際の注意事項
本稿は、新聞データベースを活用して、自己実現概念についての量的分析を進めようとするもので
ある。日本における新聞データベースとしては、朝日新聞社「聞蔵」と読売新聞社「ヨミダス」とが
有力かつ著名である。今回は、筆者は、読売新聞が1874(明治7)年の創刊されてから現在までの記事
約1100万件が検索・閲覧できる日本初の本格的オンライン・データベースであることに敬意を表す
る意味も込めて、後者を用いる３）。
ただし、こうした作業を行うに当たって、事前に注意しておくことを述べておく４）。それは、根本
的な問題として、データベース自体が発展途上のものであるということである。特に新聞に関するデー
タベース作成については、量的にあまりに膨大であるため、技術的困難が出てくるのは避け得ない。
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特に大きいのは、新聞の制作の歴史に由来する限界である。1986年を境にして、読売新聞社では、
活字を組むというシステムにより新聞を作成していた状態から、コンピュータを用いた新聞制作へと
システムを大きく変えた。そのため、データベースとして、新聞そのものの画像データに直結する「明
治・大正・昭和検索」（1874年～ 1986年）と、テキストデータをヨミダス「読売新聞検索」（1986年
以降）では、システム的に違いがあるため、検索システムにも違いが出るために、検索結果に量的な
違いが出てしまうということである。ちなみに、ヨミダスの検索画面のイメージは、【図表1-1】のよ
うなものである。
たとえば、本研究に際して特に注意すべきことは、「明治・大正・昭和検索」では大本が人間的作
業によってデータベースを構築することになるので、データベース作成者が「自己実現」というキー
ワードが入っていなくても、内容的に「自己実現」に相当すると判断してしまうことがあり、今回の
筆者の求めるデータという文脈では誤情報として扱わざるをえないものが紛れてくることがある。
よって、データベースの性質を押さえながら、検索されたデータを分析することが肝要になるという
わけである。
むろん、これらのことは、データベースの価値を損なうものでは決してない。閲覧を目的としてい
る限りにおいて、効率的に大量の情報を探索できるので、こうした情報システムは、これまでの常識
では考えられなかったほどの強力な武器になる。よって、探索結果を量的次元で扱うという使い方に、
そもそも限界があると考えるべきなのである。ましてや、それを実証的根拠に用いることが適切かど
うかは、保留せざるをえない。本稿は、この点を強く自覚した上で研究作業を進めるものである。
次に、データベースそのものに関わる原理的課題とは別に、データ分析を量的次元で進めることに
【図表1-1】ヨミダス歴史館の検索画面のイメージ
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より得られる結果の性質に関する原理的課題についても、事前に意識しておく。
まず、ある単語の使用頻度が上がったと見なせる場合に注目してみよう。これは、そもそも新聞の
紙面が分量的に増えたり、提供する情報量が全体的に増えたりしたがゆえに必然的に生じた結果であ
るという可能性がある。また、情報化社会になって様々なメディアに接することができる時代には、
その単語の出現頻度が増えたからといって、単語量が増えたとは単純には言えないし、相対的な位置
づけとしては下がることすら想定せざるをえない。とはいえ、その単語の実際の流通量が増えたとい
う事実を最優先して、本研究を進めていくことにする。
また、実際の状況として、ある年だけ、不自然なまでに突出して出現頻度が増えることがある。そ
れは、その単語に関わる特集などが組まれた場合などに起きうる。こうした「特異な」状況などにつ
いても、具体的な内容に当たって確認するべきであり、抽象的に数字を操作さえしていれば、それで
事が足りるという訳ではない。よって、筆者は、特定の雑誌に絞って地道な手作業で「自己実現」と
いうキーワードを抽出する作業も行っているので、こうした作業を他のものにも適用して改めて行う
ことにより、対象として用いたデータベースの検索結果を相対化することも必要だと考える。
いずれにしろ、様々な課題が残されているとはいえ、それだからといって検索件数を量的に比較す
る作業が無意味ということにはならない。量的な次元で厳密性を追求するのであれば、その素材的・
方法的基盤が必ずしも十分ではないけれども、決して無駄ではないということを確認できるにすぎな
いのである。仮に厳密な研究であることを原理的に諦めざるをえないにしても、大まかに概観を押さ
えて発見的に研究を進める過程の中に、その意義を見いだそうとするわけである。
Ⅱ　用語「自己実現」の量的変化
ことは本研究に限ったことではないが、研究方法における事前の課題や限界を意識することが必要
である。とはいえ、実際に量的分析を進めていくことにより、状況の打開を試みることも必要である。
とにもかくにも、「自己実現」という単語をめぐってデータベースを用いた分析を進めていこう。
Ａ　「自己実現」という用語の出現度の概観
ヨミダス歴史館「明治・大正・昭和検索」は、1874年から1986年までの読売新聞記事を検索して、
画像を閲覧できるシステムである。これを活用して、「自己実現」という言葉を検索してみると、【図
表2-1】のようになり、このシステム内で15件がヒットしたことを確認できた。なお、ヨミダス歴史
館には、「全文検索」と「キーワード検索」との二つの検索方法があるが、「自己実現」については、
どちらの方法を用いても、全く同じ結果が出てきた。
この結果によれば、「自己実現」という言葉が読売新聞の中に初めて登場したのは、1918（大正７）
年のことである。この記事内容を確認してみると、三浦関造著の『社会的自己実現教育進化の六千年』
という新刊（当時）が紹介されている。だが、1910年代末に「自己実現」という単語が登場して以
降は、1960年代に入るまでの40年間以上、「自己実現」という言葉は、検索システムとして拾われる
ことが全くない。したがって、このことから推測できることは、「自己実現」という言葉が、第二次
世界大戦前には一般紙に載る類のものとしては扱われなかったことであり、おそらくは当時の一般の
人にはなじみの薄い言葉だったであろうということである。
また、「自己実現」に関連する記事について、10年ごとの年代別に把握してみると、1960年代が３
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件（1961年8月5日付け、1965年5月11日付け、1966年7月7日付け）、1970年代が９件（1970年4月
13日付け、1971年4月5日付け、1972年6月9日付け、1974年12月22日付け、1975年2月24日付け、
1975年9月29日付け、1977年6月18日付け、1978年6月20日付け、1979年6月18日付け）ヒットした。
また、1980年代については、1986年までという限定つきではあるが、２件（1982年9月20日、1984
年3月6日）の「自己実現」に関する記事が発見できた。
ただし、全15件について、それぞれの記事に個別に当たってみたところ、1961年8月5日付けの記
事「[人生案内 ]熱がはいらぬ独習家はトウフ屋で午後はヒマだが／小糸のぶ」については、「自己実現」
という単語は含まれておらず、データベース作成者が「自己実現」と関連づけて検索できるように配
慮した記事として扱われるべきものだと判明した。この例に限らず、筆者は、「自己実現」をカウン
トする際には、原則として、数字を表面的になぞるだけでなく、その記事に実際に当たり中味を確認
している。
次に、ヨミダス歴史館「読売新聞検索」を用いてみると、1986年から2009年12月31日までの期間
において、860件がヒットした。この結果については、読売新聞がコンピュータによって制作される
ようになって以降のデータベースであるため、まさに機械的に「自己実現」という単語を拾ってくる
ぶん、データとしての信頼性はより高いとみなせる。そこで、筆者の操作として、先のヨミダス歴史
館「明治・大正・昭和検索」において 1980年代に「自己実現」が２件ヒットしたことを加えて、
1980年代はじめから2000年代末までの30年間の総数を862件であると判断した。その上で、用語「自
【図表2-1】ヨミダス歴史館「明治・大正・昭和検索」における「自己実現」の検索結果
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己実現」の出現度について、1980年から2009年までの30年間の
毎年のヒット件数を棒グラフで示したものが、【図表2-2】である。
これより指摘できるのは、大まかに言って、「自己実現」とい
う単語の出現頻度が、年を経るにつれて明らかに増加傾向にあ
るということである。まず、10年ごとの合計について計算して
一覧できるようにしてみると【図表2-3】のようになるが、1980
年代（1980～ 1989年）が41件、1990年代（1990～ 1999年）が
296件、2000年代（2000～ 2009年）が 532件である。よって、
概況として「自己実現」の頻度が大きく増加していることが確
認でき、右肩上がりで増加傾向になっていると言える。たしかに、
2000年代の後半については各年の件数が下がりぎみであるが、
2000年代全体としてみれば高い水準を維持している。
以上のことから、限定的な仮説の域を脱しているとは言えな
いとはいえ、自己実現という言葉が一般用語として市民権を得
たのは1980年代後半であり、それ以降に一般日本人の認知度が
上がり、日本語として一気に普及していったが、それは今まさ
に現在進行形でもあるとみなせる。
Ｂ　「自我実現」と「自家実現」の出現度の状況
筆者のこれまでの研究成果として、意味内容的に「自己実現」
とほぼ同一視してよい日本語として「自我実現」と「自家実現」
とがある５）。これらについての量的変化を確認するために、ヨミダス歴史館の「明治・大正・昭和」
と「読売新聞記事」の双方で検索してみたところ、「自我実現」が１件のみ、「自家実現」も１件のみ
ヒットした。これらの合計２件については、具体的な文章を引用して内容を確認しておく。
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【図表2-2】ヨミダス歴史館における「自己実現」のヒット件数の状況（1980～ 2009年）
නᐕ䈗䈫 ᐕઍว⸘
㪈㪐㪏㪇ᐕ 㪇
㪈㪐㪏㪈ᐕ 㪇
㪈㪐㪏㪉ᐕ 㪈
㪈㪐㪏㪊ᐕ 㪇
㪈㪐㪏㪋ᐕ 㪈
㪈㪐㪏㪌ᐕ 㪇
㪈㪐㪏㪍ᐕ 㪉
㪈㪐㪏㪎ᐕ 㪈㪇
㪈㪐㪏㪏ᐕ 㪈㪍
㪈㪐㪏㪐ᐕ 㪈㪈
㪈㪐㪐㪇ᐕ 㪈㪊
㪈㪐㪐㪈ᐕ 㪉㪈
㪈㪐㪐㪉ᐕ 㪉㪎
㪈㪐㪐㪊ᐕ 㪉㪐
㪈㪐㪐㪋ᐕ 㪉㪋
㪈㪐㪐㪌ᐕ 㪉㪍
㪈㪐㪐㪍ᐕ 㪋㪉
㪈㪐㪐㪎ᐕ 㪉㪏
㪈㪐㪐㪏ᐕ 㪉㪏
㪈㪐㪐㪐ᐕ 㪌㪏
㪉㪇㪇㪇ᐕ 㪍㪍
㪉㪇㪇㪈ᐕ 㪋㪍
㪉㪇㪇㪉ᐕ 㪌㪌
㪉㪇㪇㪊ᐕ 㪌㪋
㪉㪇㪇㪋ᐕ 㪎㪊
㪉㪇㪇㪌ᐕ 㪌㪎
㪉㪇㪇㪍ᐕ 㪍㪋
㪉㪇㪇㪎ᐕ 㪋㪏
㪉㪇㪇㪏ᐕ 㪊㪐
㪉㪇㪇㪐ᐕ 㪊㪇
ว⸘ ઙ㪏㪍㪐
ઙᢙ䋨ઙ䋩
㪋㪈 㪈㪐㪏㪇ᐕઍว⸘
㪉㪐㪍 㪈㪐㪐㪇ᐕઍว⸘
㪌㪊㪉 㪉㪇㪇㪇ᐕઍว⸘
【図表2-3】「自己実現」の件数
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なお、これら２件の引用部分に関して、以下のような改変を行ったことをことわっておく。まず、
それぞれの原文には、平仮名でふりがながふってあったが、それらについてはすべて省略した。また、
それぞれの原文について、原則として旧字体を新字体に直した。さらに、「自己実現」に関するキーワー
ドを強調するために付した傍点部分は、すべて引用者によるものである。
まず、「自我実現」についてであるが、吉田静致学士が執筆した雑誌論文に対する評論を行うとい
う文脈において、「自我実現説」という表現の中に含まれる形で、この言葉が検出された。
学士の如きに於ても、今の教育界に向つて斯んな注文を出すよりは、寧ろ一般の社会に向つて、
お得意の「自我実現説
4 4 4 4 4
」でも、或は「プラグマチズム」でも、「人本主義」でも鼓吹することに
努められたなら、其効果は一層善良ではないかと思ふのである。
…… 冷泉生「［評論の評論］教育と実利　儒教復活には反対、人本主義の教育は近代的方式で」、
1909年1月26日付け、朝刊。
次に、「自家実現」については、当時の日本を学術的に論評するという文脈で発見できた。原文は
極めて長い一文ではあるが、すべて引用しておく。
之に若し反し、生は内部より発生して外部より内部に発生せず、且つ実なるものは独り吾人自
身の経験内より発生せしきものに限り、然らざるものは全べて虚なり空なりと観じ、更に個人々々
の生活経験に先立つ生活運動の存在を認め、此の一切を包括する生活過程が吾人の揺き易き主観
的経験を統一する力をも有する事を悟るに於ては、吾人の自家実現
4 4 4 4
の働き其のものが既に一ヶの
実在となり、世の学説の左右せられず、最早や理屈次第にて実存し又実存せずとも言ふが如き事
なく、浮き世が儘になるにもならずとも、此の実在が空となる心配は無用たるに至るなり。
……潜淵「［社説］懐疑の一掃」、1914年8月13日付け、朝刊。
両者の記事は、具体的な事実を扱う文脈ではなく、抽象度の高い論説という文脈で用いられている。
よって、サンプル数としては極めて少ないが、明治・大正期の「自己実現」が、哲学・倫理学・教育
学などの分野で抽象度の高い専門用語として使われてきた足跡がうかがわれる。なお、「自我実現」
と「自家実現」との双方の言葉の意味合いについての議論に深入りすることは避けるが、両者が当時
の「自己実現」の主流の考え方とほぼ同義であることがすでに確認できている６）。
Ⅲ　「自己実現」の量的変化をめぐる多元的分析
厳密性という意味で完全ではないということを気にしすぎて、量的変化を考察することに禁欲して
しまうとすれば、自己実現概念の歴史的変容を実証するための方法の探索の入口付近で躊躇している
ことになり、埒があかない。だがだからといって、質的変化に対する研究に早速立ち入らなければな
らないと考えてしまうとしても早計であろう。それどころかむしろ、思い切って量的変化についての
考察を多元化することによって、様々な示唆を得られるのである。ここでは、そのことを実例で確認
してみよう。
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Ａ　新聞記事中で同時に用いられる単語への注目
まず、「自己実現」という単語といっしょに用いられる単語に注目することによって、これまでの
単純な集計では気づきにくかったことが突如として浮き彫りになってくることがある。つまり、ある
単語について、その一つの新聞記事の中で同時に「自己実現」が用いられている場合をカウントする
とともに、その単語の総数や変化などを分析することを補助線として活用することにより、新たな視
点が得られることがあるというわけである。
たとえば、「自己実現」の主体となるのが、男性か女性か、高齢者か子どもかなどに着眼すること
には、研究の進展の期待が持てそうである。また、「自己実現」へと至る媒体としての役割を果たす
ものとして、仕事・余暇・趣味・ボランティアなどの諸々のキーワードに注目する価値があるだろう。
同様に、「自己実現」の実践にとって舞台的な役割を果たすものは社会なのか個人なのかというよう
な視点でデータ分析を進めることが大いに可能である。
作業手順について確認するために、「自己実現」という単語と「社会」と「仕事」との関連を探る
という例を取ってみよう。まず、「自己実現」という単語のヒット数に対して、「自己実現 and 社会」
と「自己実現 and 仕事」とのヒット件数を比較するということができる。さらに、「自己実現 and 社
会 and 仕事」も重ね合わせてみるということを行うことも可能である。
ここで、“and”という英語の意味するものは、「ａｎｄ検索」のことであり、指定された言葉のす
べてが存在しているよう条件付けした検索方法である。たとえば「自己実現 and 社会」においては、
「自己実現」と「社会」との二つの用語の両方が記事内に存在した場合に、ヒットしたとみなされる。
同様に、「自己実現 and 社会 and 仕事」においては、「自己実現」と「社会」と「仕事」との三つの
用語のすべてがその記事内に同時に存在した場合に、件数ヒットが生じたというわけである。なお、
今後は、“and”については、“＆”に置き換えて簡略化して表記することにする。たとえば、「自己
実現 and 仕事」については「自己実現＆仕事」として、「自己実現 and 社会 and 仕事」については「自
己実現＆社会＆仕事」として表記できる。
Ｂ　自己実現概念をめぐる顕著な男女差
それでは、いったい何を例題とするか。ここでは、「自己実現」という単語をめぐる男女差が存在
するかどうかを調査することにしてみよう。こうした作業の過程の中で、こういったアプローチの有
効性を確認してみることにしたい。
ヨミダス歴史館「明治・大正・昭和検索」では、「自己実現＆男性」と「自己実現＆女性」とがと
もにヒット件数が０件であり、当然「自己実現＆男性＆女性」のヒット件数も０件になった。一方、
ヨミダス歴史館「読売新聞検索」で、1986年から2009年末までの範囲に限定して検索してみると、「自
己実現＆男性」のヒット総件数が135件だったのに対して、「自己実現＆女性」が284件であり、「自
己実現＆男性＆女性」のヒット総件数については112件であった。
この検索結果について、年ごとのヒット件数を比較できるようにするために表にして示したものが、
【図表3-1】である。さらに、この結果を視覚的に捉えるためにグラフにしたものが、【図表3-2】であ
る。以上を分析・考察することにより、いったい、どんなことが読み取れるであろうか。
第一に、「自己実現＆女性」の総件数284件は、「自己実現＆男性」の総件数135件の２倍以上（2.1倍）
に相当する。つまり、「自己実現」という言葉をめぐる単純集計の男女差については、「男性」という
単語よりも「女性」という単語が「自己実現」に何らかの形で関連して用いられる頻度が高いという
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ことが数字に顕著に表れている。
第二に、「自己実現＆男性＆女性」の総件数112件は、「自己実現＆男性」の総件数135件に対する
割合の実に８割以上（83.0％）を占める。また、【図表3-2】から感受できることだが、年ごとに見ても、
「自己実現＆男性」と「自己実現＆男性＆女性」の件数の動きは、相当な部分で一致している。実際、
「自己実現＆男性」のヒット件数に対する「自己実現＆男性＆女性」のヒット件数が占める割合につ
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【図表3-2】「自己実現」の検索結果の男女別の件数の折れ線グラフ
【図表3-1】「自己実現」の検索結果の男女別の件数の表
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いて、年ごとに数字を出してグラフに示した【図表3-3】によれば、1987年から1996年の10年間に
おいて、80％（５件のうち４件）を示した1990年以外の残り９年間の各年において、「自己実現＆男性」
と「自己実現＆男性＆女性」とが100％一致している。しかも、「自己実現＆男性＆女性」が「自己
実現＆男性」の中で占める割合が少ない他の例外的な年においてですら、記事の具体的な中味を確認
するならば、「女性」という単語を用いていなくても、文脈的には明らかに「女性の自己実現」を含
意している場合が相当にある。たとえば、“吉田浩己学長は「先人たちの進取の気風を受け継ぎ、高
い志を持って自己実現
4 4 4 4
に努めてほしい」と歓迎の言葉を述べた” ことに対して、“和田さんは「勉強
と遊びを両立させ、学生生活を楽しみたい。コンピューターの世界は男社会だが、男性に負けない
4 4 4 4 4 4 4
よ
う頑張ります」と笑顔を見せた” ことを伝える記事（「鹿児島大　２６２０人入学＝鹿児島」、2009
年4月8日付け、西部朝刊・鹿児島。傍点は引用者による強調）では、「和田さん（＝和田愛さん）」
が女性であることが暗黙の前提となった文章が展開されている。いずれにせよ、「自己実現」という
単語が男性のみの単独の関連で用いられることは極めて少なく、男性についての記述が出現する場合
には、ほとんどの場合において女性と対にして用いられていると確実に言える。別の言い方をすれば、
「自己実現」とは、女性単独で用いられがちな言葉ではあっても、男性単独では用いられない。
第三に、視覚的な印象論の域を経ないが、「自己実現」の折れ線グラフと「自己実現＆女性」のそ
れとについて、形が似ていることに気づく。【図表3-2】からは、「自己実現」の増減に「自己実現＆
女性」がほぼ連動している様子がうかがえるというわけである。つまり、「自己実現」のヒット件数
が増えるときには、「自己実現＆女性」のヒット件数も増え、逆に、「自己実現」のヒット件数が減る
ときには、「自己実現＆女性」のヒット件数も減るという具合である。したがって、「女性」というキー
ワードが用いられる文脈であるか否かは、「自己実現」の出現度の増減に強く影響していると考えて
よい。
以上のことから、女性との密接な関連において「自己実現」という単語が存在するという事実を新
たに発見できた。それどころか、現代的な意味での「自己実現」は、女性を鍵として出現し普及した
言葉であるという可能性すら指摘できる。実際、「自己実現」の使われはじめの時期とも言える1987
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【図表3-3】「自己実現＆男性」のヒット件数のうち「自己実現＆男性＆女性」の占める割合
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年の状況について見てみると、「自己実現」の総数10件に対して、「自己実現＆女性」の件数は６件
であり、その年の「自己実現」の件数全体の実に６割も占めていることになる。このような状況を鑑
みるに、「自己実現」という言葉の社会的普及に関して、女性という存在が何らかの形で原動力・推
進力の役割を果たしたと言っても決して言いすぎではない。
このようにして、男性と比較してみれば、女性にとって「自己実現」が極めて重要なキーワードで
あることがくっきりと浮かび上がった。このことは、筆者にとって、これまでの研究の積み重ねの中
で漠然とは感じてはいたことだったが、確信を持って言えるという意味では、まさに新たな発見がで
きたことになる。そこで、今度は、数字を抽象的に扱ってきた段階から、具体的な記述を取り扱う段
階へと戻ることから、新たな示唆を得てみたい。
再確認することになるが、ヨミダス歴史館によれば、「明治・大正・昭和検索」では「自己実現＆
女性」の件数は０件である。そして、ヨミダス歴史館「読売新聞記事」で「自己実現＆女性」に相当
する記事が初登場するのは、1987年の元旦である。該当部分を具体的に確認してみよう。
女性
4 4
の目覚ましい社会進出の背景について、布施晶子札幌学院大教授は次の四点を指摘してい
る。（１）家計を補助するために働くケースで、これが圧倒的に多い（２）家庭に閉じこもらず、
外に仲間を求める社会参加志向（３）芸術的な表現活動を求める自己実現志向
4 4 4 4 4 4
（４）専門的仕事
を通じて自分を表現、さらに経済的自立を目指すタイプ。
…… 「家事労働ＮＯＷ 家事改革か外注か…迫られる選択［家庭経済特集］」、1987年1月1日付
け、東京朝刊。傍点は引用者による強調。
また、たとえば結婚などの個人の人生全体に関わる問題と絡み合う形で「自己実現」というキーワー
ドが出現することが多々あることも確認できる。以下の「自己実現」をタイトルに用いて前面に出し
た記事は、21世紀に入ってまもなくして登場したが、こうしたケースの一例である。
「高学歴化も進んで、自分は何かをなし遂げたい、きっと自分に向いた仕事がある――若い女
4 4 4
性
4
は “結婚以前” の自己実現
4 4 4 4
に懸命。豊かな親がそれを見守る、という図式です」と東京ガス都
市生活研究所長の西山昭彦さんは話す。
…… 「［パラサイトの周辺］（１）『自己実現』で遅れる婚期見守る豊かな親（連載）」、2001年
4月3日付け、東京朝刊。傍点は引用者による強調。
他にも、「自己実現＆女性」という形で検索して、中味を読めば読むほど確認できる諸々のキーワー
ドが存在していることが確認できる。
高市少子化相は７日午前の閣議後の記者会見で、下村博文官房副長官が政府が進めている保育
所の入所待機児童解消策の見直しを求めたことに関連し、「女性
4 4
は仕事を辞めて家で子育てしろ
と言い切られると、自分の仕事を続けられない、自己実現できない
4 4 4 4 4 4 4 4
ことを理由に、子どもを産め
ないという話になってしまう」と指摘した。
…… 「『女性は家』下村発言　高市少子化相が反発　自己実現できず、子ども産めない」、2006
年11月7日付け、東京夕刊。傍点は引用者による強調。
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筆者としては、この新聞記事で注目しておきたいのは「子ども」という日常語である。そこで再び、
具体的な記述から抽象的な数字分析に戻ることにより、「子ども」が「自己実現」にとって鍵となる
言葉かどうか確認してみる。ここでは、「自己実現＆女性」と「自己実現＆女性＆子ども」の各々のヒッ
ト件数について、１年ごとに把握してみたい。これについてグラフ化したものが、【図表3-4】である。
すると、視覚的な印象論の域を出ないとはいえ、「自己実現＆女性」と「自己実現＆女性＆子ども」
の件数の増減を示した折れ線グラフの形が似ていることに気づく。つまり、「自己実現＆女性」のヒッ
ト件数が増えるときには、「自己実現＆女性＆子ども」のヒット件数も増え、逆に、「自己実現＆女性」
のヒット件数が減るときには、「自己実現＆女性＆子ども」のヒット件数も減るという具合に、前者
と後者とはほぼ連動していると言える。したがって、「女性」が「自己実現」という文脈で語られる
場合、何らかの形で「子ども」というキーワードが出現する確率が高いと考えられるのである。
この例に限らず、言葉の検索について、いわば二重クロスや三重クロスに喩えられるような検索作
業を効果的に進めることによって、様々な発見が可能になると言えよう。
まとめにかえて
本稿は、中心命題に切り込む前に、周辺状況を確実に探っておくという意味合いがあった。よって、
本稿は、筆者が研究主題とし続けてきた自己実現概念を明らかにするための新たな方法論を探るとい
う意味では、あくまでも準備的考察の域を出ないものである。したがって、本稿を踏み台としながら、
より実証的な精度を高めるための創意工夫が不可欠であることを意識せざるをえない。  
そこで、本稿を踏まえた今後の展開の方向性として、以下の二つの対照的な方向性が考えられる。
一つは、量的研究を多角的・多面的に進めて、それらを重ね合わせることにより、少しでも緻密な研
究へと近づけることである。そして、もう一つは、量的研究を土台とした質的研究の在り方を探るこ
とである。これらの方法論について、少しだけ説明を加えておこう。
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【図表3-4】「自己実現＆女性」と「自己実現＆女性＆子ども」のヒット件数の経年変化
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一方では、量的研究そのものを深める方向性が複数ある。先に、何らかの単語と「自己実現」との
関連度によって分析・考察することを試みたが、ときには、あえて「自己実現」という言葉そのもの
にこだわりすぎないという回り道をしてみることが有効な場面が多々ある。これについては、少なく
とも、以下のような三つの方向性を指摘できる７）。第一に、「自己～」という形式で表現されている
言葉に注目してみることである。たとえば、「自己否定」、「自己肯定」、「自己批判」、「自己疎外」、「自
己啓発」、「自己探求」、「自己表現」など、「自己」という単語を含む言葉に関する量的分析は、直接
的とは言わないまでも、本研究が間接的な寄与を期待できるものである。第二に、意味内容的に類似
すると慣用的に扱われているとみなしうる単語の量的変化を調査してみる。たとえば、「本当の自分」
や「自分探し」などの言葉の変容は注目に値する。第三に、「自己」という単語に単刀直入に量的分
析を加えることである。その際、「自我」や「自分」といった、同義語扱いされる言葉も同時に分析
することは極めて有効だと思われる。こうして、三つの方向性を総合することにより、自己実現概念
の量的水準における研究が厚みを増すと思われる。
他方では、量的研究との兼ね合いで質的研究を豊饒化するための方法論として、テキストマイニン
グが何より有効である。テキストマイニングとは、文章や単語などをデータに見立てて、多角的な方
法で有用な情報を取り出そうとする分析方法である８）。この方法を用いることにより、本研究では明
らかにならなかった事柄が新たに発見できる見込みは高い９）。
いずれにせよ、紙幅の都合により、これらの方法的観点の具体的展開については、別の機会に譲ら
ざるをえない。それまでの期間を利用して、筆者としては、自己実現概念に関する素材を執拗に収集
し続ける予定である。
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